
Ⅰ　基礎情報

都道府県・市名

合併期日

合併形式

住所　(旧市町村名も記載)

人口  (合併直近の国調)

面積

議員定数

関係市町村名

Ⅱ 関係市町村合併直前の状況

市町村名 人口　 （人） 面積　（k㎡） 議員数　（人） 高齢化比率　(%)

砺波市 41,986 96.22 20 21.1

庄川町 7,194 30.74 9 24.1

合計 － 49,180 126.96 29 －

Ⅲ 関係市町村の財政状況

平成16年度予算（普通会計）

地方税 （千円） 地方交付税 （千円）

砺波市 16,312,372 5,253,809 3,850,000 中部・拠点・農工・特農・辺地 0.592

庄川町 3,309,500 761,484 1,020,000 低工・拠点・特豪・農工・特農・辺地 0.399

合計 － 19,621,872 6,015,293 4,870,000 －

新設合併

富山県砺波市栄町7番3号（旧砺波市）

財政力指数

関係市町村

歳入合計　（千円）市町村名 指定団体等の指定状況

記入月日：平成16年11月8日

合併市に関する調査

関係市町村

＊数値は合併直近の決算数値を使用。ただし、平成14年4月1日以降合併の場合、合併直近の予算を記入。

富山県・砺波市（となみし）

平成16年11月1日

48,092人

126.96k㎡

現行29人（平成17年5月1日から22人）

砺波市、庄川町



Ⅸ　合併の概要

合併協議会の期日 設置年月日： 解散年月日:

   内 容

住民発議について

市町村建設計画

  基本計画の主要項目

旧市町村庁舎の利活用
回答

1

議会の議員の定数に関する特例

議会の議員の在任に関する特例

議会の議員の報酬額

地域審議会の設置について

　内 容

地方税に関する特例

  内 容

合併特例債発行限度額 (億円)

Ⅴ  その他

残された課題について、箇条書きでご記入ください。

協議された事項

・合併の方式について
・合併の期日について
・新市の名称について
・新市事務所の位置について
・財産及び債務の取扱いについて
・議会議員の定数及び任期の取扱いについて
・農業委員の定数及び任期の取扱いについて
・地方税の取扱いについて
・一般職の職員の身分の取扱いについて
・特別職等の身分の取扱いについて

・慣行：市民憲章・市木・市花・市鳥・市花木・市歌は、新市において調整
・上・下水道関係：上・下水道は、それぞれ現行のまま新市に引き継ぎ、漸次調整
・警察署の管轄区域：旧砺波市は砺波警察署、旧庄川町は井波警察署となっており、早急
な一体性の確率を要請

無 有の場合：        －   名

有 有の場合：         6  ｹ月

特になし

98.1億円  

無

組織：2市町から12人（市長、助役、議員、学識経験者、職員）ずつ、県から1名の計25人
＊52項目の協定項目を協議

新市の将来像「庄川と散居に広がる 健康フラワー都市」」
新市まちづくりの理念「花香り、水清く、風さわやかなまち 砺波」
基本方針
  1 笑顔があふれる福祉都市
  2 「人」と「心」を育む都市
  3 庄川と散居に広がる快適な環境
  4 魅力ある産業が発展する都市
  5 住民と行政が協働する都市

旧砺波市役所を事務所の位置（本庁）とし、旧庄川町役場は支所及び教育委員会の事務所として活用

計画の期間：平成16年度から26年度

無

電算システムの統合 1.新規システムの構築　2.既存システムの活用　3.相互システムの活用　4.その他　から選択

平成15年4月1日 平成16年10月31日

月額：旧砺波市議会議員  37.5万円、旧庄川町議会議員  27万円

無

特になし

主要項目について、簡単な内容を含め10項目ご記入ください。(例：庁舎の位置 等)


